
 

鎌倉市建築審査会条例施行規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鎌倉市建築審査会条例（昭和56年12月条例第10号。以下「条例」

という。）第９条の規定に基づき、鎌倉市建築審査会（以下「審査会」という。）の運

営等について必要な事項を定めるものとする。 

（幹事及び書記） 

第２条 審査会に幹事及び書記を置く。 

２ 幹事及び書記は、市職員のうちから市長が任命する。 

３ 幹事は、会長の命を受けて会務を処理する。 

４ 書記は、上司の命を受けて庶務に従事する。 

（準用） 

第２条の２ 前条の規定は、条例第８条第１項に規定する専門委員会について準用する。 

（会議録） 

第３条 審査会の議事は、議題、会議の内容及び出席者を記載した会議録により記録し

なければならない。 

２ 前項の会議録は、会長及び審査会においてあらかじめ定めた委員１人が署名しなけ

ればならない。 

（審議結果の報告） 

第４条 会長は、条例第４条第１項第１号、第２号、第４号及び第５号の規定による会

議が終了したときは、会議の結果を市長に報告しなければならない。 

（会長印） 

第５条 会長の印は、別表のとおりとする。 

２ 前項の規定による会長の印の取扱い等については、鎌倉市公印規則（昭和28年８月

規則第22号）の規定を準用する。 

（庶務） 

第６条 審査会の庶務は、審査会の所掌事務を所管する課において処理する。 

（その他の事項） 

第７条 この規則に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、会長が審査

会に諮って定める。 

付 則 

この規則は、昭和57年４月１日から施行する。 

付 則（平成27年12月25日規則27） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

別表（第５条第１項） 

 

名称 書体 寸法 

（ミリメートル） 

管守者 印材 個数 

鎌倉市建築審査会会

長印 
てん書 方21 建築指導課長 つげ １ 

形式 

 


